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むつ市議会第２２９回定例会会議録 第１号

平成２８年８月２９日（月曜日）午前１０時開会・開議議事日程 第１号

◎諸般の報告

第１ 会議録署名議員の指名

第２ 会期の決定

第３ 行政報告

【議案一括上程、提案理由説明】

第４ 議案第44号 むつ市過疎地域自立促進基金条例

第５ 議案第45号 むつ市総合開発審議会条例の一部を改正する条例

第６ 議案第46号 むつ市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例

第７ 議案第47号 工事請負契約について

（ （ ） ）大畑町魚市場建設第２期工事 建築工事 に係る工事請負契約を締結するためのもの

第８ 議案第48号 むつ市過疎地域自立促進計画の変更について

第９ 議案第49号 人権擁護委員の候補者に推薦する者につき意見を求めることについて

第10 議案第50号 人権擁護委員の候補者に推薦する者につき意見を求めることについて

第11 議案第51号 平成28年度むつ市一般会計補正予算

第12 議案第52号 平成28年度むつ市国民健康保険特別会計補正予算

第13 議案第53号 平成28年度むつ市介護保険特別会計補正予算

第14 議案第54号 平成28年度むつ市魚市場事業特別会計補正予算

第15 議案第55号 平成27年度むつ市一般会計歳入歳出決算

第16 議案第56号 平成27年度むつ市国民健康保険特別会計歳入歳出決算

第17 議案第57号 平成27年度むつ市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

第18 議案第58号 平成27年度むつ市下水道事業特別会計歳入歳出決算

第19 議案第59号 平成27年度むつ市公共用地取得事業特別会計歳入歳出決算

第20 議案第60号 平成27年度むつ市介護保険特別会計歳入歳出決算

第21 議案第61号 平成27年度むつ市魚市場事業特別会計歳入歳出決算

第22 議案第62号 平成27年度むつ市水道事業会計利益剰余金の処分について

第23 議案第63号 平成27年度むつ市水道事業会計決算

第24 報告第25号 平成27年度むつ市一般会計継続費精算報告書

第25 報告第26号 平成27年度むつ市健全化判断比率について

第26 報告第27号 平成27年度むつ市公営企業会計資金不足比率について

第27 報告第28号 専決処分した事項の報告について

（和解及び損害賠償の額を定めることについて）
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本日の会議に付した事件

議事日程に同じ
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出席議員（２５人）

１番 原 田 敏 匡 ２番 山 本 留 義

３番 佐 々 木 隆 徳 ４番 工 藤 祥 子

５番 横 垣 成 年 ６番 目 時 睦 男

７番 川 下 八 十 美 ８番 石 田 勝 弘

９番 菊 池 広 志 １１番 菊 池 光 弘

１２番 岡 崎 健 吾 １３番 鎌 田 ち よ 子

１４番 佐 賀 英 生 １５番 大 瀧 次 男

１６番 半 田 義 秋 １７番 富 岡 修

１８番 斉 藤 孝 昭 １９番 冨 岡 幸 夫

２０番 村 中 徹 也 ２１番 白 井 二 郎

２２番 中 村 正 志 ２３番 野 呂 泰 喜

２４番 濵 田 栄 子 ２５番 佐 々 木 肇

２６番 浅 利 竹 二 郎

欠席議員（１人）

１０番 東 健 而

説明のため出席した者

市 長 宮 下 宗 一 郎 副 市 長 新 谷 加 水

公 営 企 業教 育 長 遠 島 進 花 山 俊 春管 理 者

選 挙 管 理代 表 阿 部 昇 委 員 会 畑 中 政 勝監 査 委 員 委 員 長

農 業
委 員 会 総 務 政 策村 口 利 光 川 西 伸 二会 長 部 長
職 務 代 理

財 務 部
税 務

財 務 部 長 氏 家 剛 調 整 監 赤 坂 吉 千 代
政 策
推 進 監

保 健 福 祉民 生 部 長 光 野 義 厚 畑 中 秀 樹部 長

保 健
福 祉 部
健 康 井 田 敦 子 経 済 部 長 髙 橋 聖
づ く り
推 進 監

川 内 庁 舎
所 長建 設 部 長 吉 田 正 二 本 柳 茂川 内 庁 舎
管 理 課 長
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脇 野 沢大 畑 庁 舎 庁 舎 所 長所 長 坂 井 隆 脇 野 沢 畑 中 誠大 畑 庁 舎 庁 舎管 理 課 長 管 理 課 長

会 計
管 理 者 選 挙 管 理総 務 山 本 宏 子 委 員 会 杉 山 重 行政 策 部 事 務 局 長理 事
出 納 室 長

農 業監 査 委 員 竹 山 清 信 委 員 会 工 藤 初 男事 務 局 長 事 務 局 長

公 営 企 業
局 長教 育 部 長 金 澤 寿 々 子 萬 年 茂 昭下 水 道
部 長

総 務 総 務政 策 部 村 田 尚 政 策 部 須 藤 勝 広政 策 総 務 課 長推 進 監

総 務
総 務 政 策 部
政 策 部 防 災佐 藤 孝 悦 畑 中 輝 幸防 災 政 策 政 策 課
課 長 防 災

専 門 官

総 務
財 務 部 政 策 部吉 田 真 栗 橋 恒 平財 務 課 長 総 務 課

主 任 主 査

総 務
政 策 部 中 村 善 光総 務 課
主 事

事務局職員出席者

事 務 局 長 栁 田 諭 次 長 東 雄 二

主 幹 小 林 睦 子 主 任 主 査 村 口 一 也

主 任 主 査 葛 西 信 弘 主 事 山 本 翼
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◎開会及び開議の宣告

午前１０時００分 開会・開議

〇議長（浅利竹二郎） ただいまからむつ市議会第

229回定例会を開会いたします。

ただいまの出席議員は25人で定足数に達してお

ります。

これから本日の会議を開きます。

◎諸般の報告

〇議長（浅利竹二郎） 議事に入る前に諸般の報告

を行います。

まず初めに、地方自治法第121条第１項に基づ

く今定例会への説明員の出席者については、お手

元に配布の名簿のとおりであります。

次に、監査委員から、地方自治法第235条の２

第３項の規定に基づく例月出納検査の結果報告が

ありました。なお、関係書類は事務局に保管して

ありますので、ご閲覧願います。

次に、本日市長から、公害対策に関する経過報

告、交通問題対策に関する経過報告、工事請負契

約に係る入札結果資料が提出されましたので、お

手元に配布しております。

次に、全国市議会議長会等の会議結果につきま

しては、お手元に配布の報告書のとおりでありま

すので、ご了承願います。

次に、本日この後、放射性廃棄物保管施設にお

ける安全対策に関する経過報告について、市長か

ら報告がありますので、ご了承願います。

以上で諸般の報告を終わります。

〇議長（浅利竹二郎） 本日の会議は議事日程第１

号により議事を進めます。

◎日程第１ 会議録署名議員の指名

〇議長（浅利竹二郎） 日程第１ 会議録署名議員

の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第89条の規定によ

り、６番目時睦男議員及び22番中村正志議員を指

名いたします。

◎日程第２ 会期の決定

〇議長（浅利竹二郎） 次は、日程第２ 会期の決

定を議題といたします。

お諮りいたします。本定例会の会期は、本日か

ら９月23日までの26日間としたいと思います。こ

れにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（浅利竹二郎） ご異議なしと認めます。よ

って、会期は本日から９月23日までの26日間と決

定いたしました。

◎日程第３ 行政報告

〇議長（浅利竹二郎） 次は、日程第３ 行政報告

を行います。

市長から報告を求めます。市長。

（宮下宗一郎市長登壇）

〇市長（宮下宗一郎） おはようございます。平成

28年５月16日に発生しました国立研究開発法人日

本原子力研究開発機構バックエンド研究開発部門

青森研究開発センターのドラム缶の漏えいにつき

まして、当市として平成28年８月３日に青森県及

び青森県漁業協同組合連合会とともに実施した定

期立入検査の結果及び６月８日の行政報告後の動

きについてご報告いたします。

平成28年２月１日の前回調査時点から、新たに

発生した固体廃棄物はなく、ドラム缶について１
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つずつ確認をいたしましたが、適正に管理されて

おりました。

前回の行政報告後の動きについては 当該300リ、

ットルドラム缶の内部から採取した液体を、同機

構青森研究開発センター内で簡易分析した結果、

酸性の液体であることが判明し、今後茨城県東海

村にある同機構原子力科学研究所で詳細な分析を

実施するとの説明でありました。

なお、漏えい液体等による汚染及び周辺公衆へ

の影響はないとの報告が改めてありました。

当市といたしましては、汚染や周辺への影響は

ないとはいえ、漏えい液体の成分分析を急ぎ行う

よう改めて同機構に要請を行い、結果の報告があ

り次第、議会に対しても市民の皆様に対しても公

表してまいる所存であります。

今後におきましても、市民の皆様の安心・安全

の確保及び環境保全のため、国、県と連携しなが

ら十分な監視を行ってまいりますので、ご理解賜

りますようよろしくお願い申し上げます。

〇議長（浅利竹二郎） これより質疑を行います。

ただいまの報告に対し、質疑ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（浅利竹二郎） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。

以上で行政報告を終わります。

◎日程第４～日程第27 議案一括上程、

提案理由説明

〇議長 浅利竹二郎 次は 日程第４ 議案第44号（ ） 、

むつ市過疎地域自立促進基金条例から日程第27

報告第28号 専決処分した事項の報告についてま

での24件を一括議題といたします。

市長から提案理由の説明を求めます。市長。

（宮下宗一郎市長登壇）

〇市長 宮下宗一郎 ただいま上程されました20議（ ）

案４報告について、提案理由及び内容の概要をご

説明申し上げ、ご審議の参考に供したいと存じま

す。

初めに、議案第44号 むつ市過疎地域自立促進

基金条例についてでありますが、本案は、むつ市

過疎地域自立促進計画に基づく過疎地域自立促進

特別事業に係る事業年度間の財源調整をするた

め、基金を設置するものであります。

次に、議案第45号 むつ市総合開発審議会条例

の一部を改正する条例についてでありますが、本

案は、むつ市議会からの通知を踏まえ、むつ市総

合開発審議会の委員にむつ市議会の議員を選出し

ないこととするため、条文整備をするものであり

ます。

次に、議案第46号 むつ市廃棄物の処理及び清

掃に関する条例の一部を改正する条例についてで

ありますが、本案は、廃棄物の減量及びリサイク

ルを促進するとともに受益者負担の適正化を図る

ため、一般廃棄物処理手数料のうち指定ごみ袋に

関する手数料の額を改定するものであります。

次に、議案第47号 工事請負契約についてであ

りますが、本案は、大畑町魚市場建設第２期工事

に係る建築工事について、工事請負契約を締結す

るためのものであります。

次に、議案第48号 むつ市過疎地域自立促進計

画の変更についてでありますが、本案は、過疎地

域自立促進特別措置法の規定に基づく財政上の特

別措置を活用するため、むつ市過疎地域自立促進

計画の一部を変更するものであります。

次に、議案第49号 人権擁護委員の候補者に推

薦する者につき意見を求めることについてであり

ますが、本案は、本年12月31日をもって任期が満

了となります近原 栄氏を推薦するため提案する

ものであります。

次に、議案第50号 人権擁護委員の候補者に推

薦する者につき意見を求めることについてであり
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ますが、本案は、本年５月21日にご逝去されまし

た鶴ケ崎猛氏の後任として工藤幹雄氏を推薦する

ため、提案するものであります。

次に、議案第51号 平成28年度むつ市一般会計

補正予算についてでありますが、本案は、３億

4,543万9,000円の増額補正でありまして、これに

より補正後の歳入歳出予算総額は、335億1,369万

円となります。

、 、 、まず 歳出についてでありますが 総務費には

下北半島と青森市を結ぶ離島航路の運航に係る補

助金、増加が見込まれるふるさと納税の寄附者の

皆様への謝礼に要する経費並びに財政調整基金、

ふるさと納税寄附金基金及び新たに設置する予定

の過疎地域自立促進基金への積立金を増額してお

りますほか、本庁舎車庫付帯設備工事費及び社会

保障・税番号制度対応事業に要する経費を計上し

ております。

また、掘削工法及び掘削地点の見直しに伴い、

燧岳周辺地域地熱開発関連事業費を減額しており

ます。

民生費には、有料老人ホームのスプリンクラー

整備等に係る地域介護・福祉空間整備補助金を計

上しております。

衛生費には、Ｂ型肝炎ワクチン予防接種の定期

接種化に伴い、助成に要する経費を計上しており

ます。

農林水産業費には、就農初期段階における青年

就農者の支援のための給付金を増額しておりま

す。

教育費には、海と森ふれあい体験館の屋根の修

理工事費を計上しております。

公債費には、後年度の元金償還及び利息負担の

軽減のため、長期債繰上償還金を計上しておりま

す。

諸支出金には、一般社団法人むつ下北医師会が

指定管理者となっておりますむつリハビリテーシ

ョン病院の平成27年度決算に係る赤字額を補填す

るため、一部事務組合下北医療センターに対する

負担金を増額しております。

次に、歳入についてでありますが、国・県支出

金には歳出との関連において補助見込額を、財産

収入には旧本庁舎跡地に係る貸付料を、寄附金に

はふるさと納税寄附金を、繰入金にはふるさと納

税寄附金基金繰入金及び減債基金繰入金を、諸収

入には地熱資源開発調査事業費助成金の交付見込

額及び建物災害共済金を、市債には事業との関連

において借入見込額を計上しておりますほか、繰

越金には前年度決算剰余金を計上しております。

次に、議案第52号 平成28年度むつ市国民健康

保険特別会計補正予算についてでありますが、本

案は、１億3,899万9,000円の増額補正でありまし

て これにより補正後の歳入歳出予算総額は 84億、 、

7,600万円となります。

まず、歳出についてでありますが、Ｃ型肝炎の

高額な治療薬が保険適用されたことによる医療費

の増加に伴い、共同事業拠出金を増額しておりま

す。

次に、歳入についてでありますが、共同事業拠

出金の増額に伴い、国庫支出金、県支出金及び共

同事業交付金を増額しております。

次に、議案第53号 平成28年度むつ市介護保険

、 、特別会計補正予算についてでありますが 本案は

介護給付費負担金等の精算に伴い国、県及び支払

基金への返還金が生じたこと並びに地域支援事業

の人件費の増加に伴う１億1,278万3,000円の増額

補正でありまして、これにより補正後の歳入歳出

予算総額は、62億4,177万2,000円となります。

次に、議案第54号 平成28年度むつ市魚市場事

業特別会計補正予算についてでありますが、本案

は、平成27年度むつ市魚市場事業特別会計の剰余

金の確定に伴う60万円の増額補正でありまして、

これにより補正後の歳入歳出予算総額は、７億
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6,284万4,000円となります。

次に、議案第55号 平成27年度むつ市一般会計

歳入歳出決算についてでありますが、歳入総額は

345億630万2,768円で、これに対する歳出総額は

340億2,943万2,114円となり、翌年度に繰り越す

べき財源を差し引いた実質収支では４億6,777万

。5,654円の剰余金を生じた決算となっております

この剰余金は、全額を翌年度に繰り越すこととし

ております。

平成27年度の実質収支は、平成26年度からの決

算剰余金収入、地方消費税交付金の増額、私を含

む職員の給与の削減等のほか、各種財源対策によ

り、黒字決算を維持することができました。

今後の見通しにつきましては、歳出においては

大畑診療所の資金不足解消、むつ総合病院に対す

る債務負担行為の履行、さらには、国民健康保険

特別会計の累積赤字の解消に係る繰出しに多額の

一般財源を要することとなりますし、歳入におい

ては合併算定替に係る普通交付税の段階的減少及

び交付単価の縮減に伴う電源立地地域対策交付金

の減少により大幅に財源が不足する見込みとなり

ますことから、今後の財政運営はさらに厳しさが

増すものと認識しております。

こうした状況を踏まえ、財政健全化に向けた取

組をより一層推進するため、歳入に見合った財政

規模への転換を進める中において 「あれも、こ、

れも」から「あれか、これか」という観点で選択

と集中を図りながら行政需要を的確に捉え、効果

的で効率的な財政運営を目指し、これまでにも増

して徹底した財政改革に取り組んでまいりますの

で、市民の皆様及び議員各位のご理解とご協力を

賜りたいと存じます。

次に、議案第56号 平成27年度むつ市国民健康

保険特別会計歳入歳出決算についてであります

が、歳入総額は81億300万4,941円で、これに対す

る歳出総額は86億3,509万5,441円となり、歳入歳

出差引き５億3,209万500円の不足額を生じた決算

となっております。この不足額は、平成28年度の

歳入を繰上充用することにより措置しておりま

す。

次に、議案第57号 平成27年度むつ市後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算についてであります

が、歳入総額は４億7,643万4,212円で、これに対

する歳出総額は４億7,108万7,212円となり、歳入

歳出差引き534万7,000円の剰余金を生じた決算と

なっております。この剰余金は、全額を翌年度に

繰り越すこととしております。

次に、議案第58号 平成27年度むつ市下水道事

業特別会計歳入歳出決算についてでありますが、

歳入総額は14億7,731万3,652円で、これに対する

歳出総額は14億7,725万1,152円となり、翌年度に

繰り越すべき財源を差し引いた実質収支ではゼロ

円の決算となっております。

次に、議案第59号 平成27年度むつ市公共用地

取得事業特別会計歳入歳出決算についてでありま

すが、歳入総額は１億590万7,777円で、これに対

する歳出総額は１億580万7,777円となり、翌年度

に繰り越すべき財源を差し引いた実質収支ではゼ

ロ円の決算となっております。

次に、議案第60号 平成27年度むつ市介護保険

特別会計歳入歳出決算についてでありますが、歳

入総額は59億1,193万5,662円で、これに対する歳

出総額は58億2,727万2,485円となり、歳入歳出差

引き8,466万3,177円の剰余金を生じた決算となっ

ております。この剰余金は、全額を財政調整基金

に積み立てしております。

次に、議案第61号 平成27年度むつ市魚市場事

業特別会計歳入歳出決算についてでありますが、

歳入総額は１億4,137万8,284円で、これに対する

歳出総額は１億3,832万1,027円となり、翌年度に

繰り越すべき財源を差し引いた実質収支では59万

。9,257円の剰余金を生じた決算となっております
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この剰余金は、全額を翌年度に繰り越すこととし

ております。

次に、議案第62号 平成27年度むつ市水道事業

会計利益剰余金の処分についてでありますが、本

案は、水道事業の当年度未処分利益剰余金２億

1,130万9,894円のうち 当年度純利益１億1,977万、

7,232円を減債積立金に積み立て、残額9,153万

2,662円を資本金に組み入れるためのものであり

ます。

次に、議案第63号 平成27年度むつ市水道事業

会計決算についてご説明いたします。

まず、収益的収入及び支出についてであります

が、水道事業収益は17億5,387万3,445円で、水道

事業費用は15億6,013万7,293円となり、消費税及

び地方消費税を除いた収支では、１億1,977万

。7,232円の純利益を生じた決算となっております

次に、資本的収入及び支出についてであります

が、資本的収入額は企業債、一般会計負担金等で

12億8,721万9,000円となり、資本的支出額は建設

改良費及び企業債償還金で17億9,849万1,414円と

なり、資本的収入額が資本的支出額に対して不足

する額５億1,127万2,414円は、過年度分損益勘定

留保資金等で補填しております。

次に、報告第25号 平成27年度むつ市一般会計

、 、継続費精算報告書についてでありますが これは

平成25年度から実施しておりました脇野沢不法投

棄廃棄物撤去事業が平成27年度をもって終了しま

したので、報告するものであります。

次に、報告第26号 平成27年度むつ市健全化判

断比率について及び報告第27号 平成27年度むつ

市公営企業会計資金不足比率についてであります

が、これらは、地方公共団体の財政の健全化に関

する法律の規定に基づき、監査委員の意見をつけ

て報告するものであります。

次に、報告第28号についてでありますが、これ

は、本年２月１日にむつ市中央二丁目地内の県道

において発生した自動車事故に係る和解及び損害

賠償の額を定めることについて、議会の委任をい

ただいているところにより、専決処分したもので

あります。

以上をもちまして、上程されました20議案４報

告について、その大要を申し上げましたが、細部

につきましては、議事の進行に伴いまして、ご質

問により詳細ご説明申し上げます。

何とぞ慎重ご審議の上、原案どおり御議決及び

ご認定賜りますようお願い申し上げる次第であり

ます。

〇議長（浅利竹二郎） これで、提案理由の説明を

終わります。

◎散会の宣告

〇議長（浅利竹二郎） 以上で、本日の日程は全部

終わりました。

お諮りいたします。明８月30日から９月２日ま

でと９月５日から７日までは議案熟考のため休会

したいと思います。これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（浅利竹二郎） ご異議なしと認めます。よ

って、明８月30日から９月２日までと９月５日か

ら７日までは議案熟考のため休会することに決定

いたしました。

、 、なお ９月３日及び４日は休日のため休会とし

９月８日は一般質問を行います。

本日はこれで散会いたします。

午前１０時２２分 散会
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